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研究成果の概要 

本研究では、発光波長や発光半値幅など多数のデータを用いた機械学習が提案する多数の候

補物質を高速実験で合成・評価することにより高性能蛍光体を開発する。開発蛍光体は、8K 液晶

テレビ用の狭帯域蛍光体と高輝度照明用の耐熱蛍光体である。発光スペクトルの計算手法開発

による理論的検証、蛍光体１粒子の発光特性評価の手法開発も行う。 

発光モデル（発光波長、発光線幅）を用いた新蛍光体開発では、組成、結晶構造、電子状態、

DFT 計算値からの記述子を用いて発光モデルの更新を行うとともに、蛍光体ホストの発光中心置

換元素をこれまでのアルカリ土類金属から、アルカリ金属やアルカリ土類金属にも拡張して候補物

質の提案を行った。以前のモデルで提案された候補物質も合わせて実証実験を進めたところ、4

個の新蛍光体を見つけ、一部の蛍光体は目的波長と異なるものの狭帯域発光を示した。発光中

心の局所構造に注目した開発では、狭帯域発光が期待できる局所構造を持つ物質の多重同型置

換からの候補の実証実験を行い、1個の新蛍光体を見つけた。 

高輝度照明用の耐熱蛍光体開発では、文献収集した発光の温度特性データを用いて作成した

発光の温度変化モデルの妥当性の検討を行うともに、温度特性データの改良に向けた取り組みを

行った。計算手法の開発では、第一原理分子動力学計算（AIMD）を用いて、Ce3+蛍光体の励起・

発光スペクトルや発光スペクトル形状の温度変化を計算する手法開発を進めた。計測手法の開発

では、波長可変な集光キセノン光と配光測定の組み合わせにより 20μm 程度の微小粒子１粒でも

測定できる量子効率測定装置の開発や、蛍光体１粒子の高密度レーザー励起下での発光評価手

法の開発などを進めた。 
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